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岐
阜
県
史
跡
古
川
城
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
好 

清
超 

 

は
じ
め
に 

 

古
川
城
跡
は
飛
騨
市
古
川
町
高
野
に
所
在
す
る
。
主
郭
の
一
部
が
岐
阜
県
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
飛
騨
国
司
姉
小
路
氏
の
一
族
で
あ
る
古
川
氏
の
居
城

と
伝
わ
っ
て
お
り
、
地
域
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
山
城
で
あ
る
。 

飛
騨
市
・
飛
騨
市
教
育
委
員
会
で
は
、
古
川
城
跡
の
他
に
、
小
島
城
跡
・
小
鷹
利

城
跡
・
向
小
島
城
跡
・
野
口
城
跡
を
あ
わ
せ
、
姉
小
路
氏
城
館
跡
と
し
て
国
史
跡
指

定
を
目
指
し
て
各
種
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
遺
構
配
置
（
縄
張
り
）

調
査
、
石
垣
測
量
調
査
、
文
献
調
査
、
歴
史
地
理
調
査
、
そ
し
て
発
掘
調
査
で
あ
る
。 

古
川
城
跡
の
発
掘
調
査
と
し
て
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
度
に
主
郭
及
び
虎

口
に
お
い
て
試
掘
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
主
郭
で
は
礎
石
建
物
が
良

好
に
残
存
す
る
状
況
を
、
虎
口
で
石
垣
基
部
が
残
存
す
る
状
況
を
確
認
し
た
。
今
後

は
発
掘
調
査
も
継
続
し
、
石
垣
測
量
等
の
調
査
も
継
続
す
る
状
況
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
現
段
階
の
発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
の
所
見
を
速
報
し
た
い
。 

 

一 

古
川
城
跡
の
環
境 

 

古
川
城
跡
は
、
飛
騨
市
古
川
町
高
野
字
城
山
に
所
在
す
る
。
古
川
国
府
盆
地
の
中

央
辺
り
、
宮
川
左
岸
の
丘
陵
山
頂
に
立
地
す
る
。
山
頂
部
の
標
高
は
六
二
五
ｍ
を
測

り
、
山
麓
と
の
比
高
差
は
一
二
〇
ｍ
を
測
る
。
眼
下
に
は
、
宮
川
対
岸
に
中
世
古
川

の
中
心
的
な
集
落
で
あ
っ
た
上
町
遺
跡
が
広
が
る
。
ま
た
、
高
野
集
落
を
挟
ん
だ
山

稜
に
は
百
足
城
跡
が
位
置
す
る
（
図
一
）。 

盆
地
周
辺
の
山
麓
に
は
さ
ら
に
多
く
の
山
城
が
点
在
す
る
。
姉
小
路
氏
一
族
の
小

島
氏
が
治
め
た
小
島
郷
に
は
小
島
城
跡
及
び
野
口
城
跡
が
位
置
し
、
向
氏
が
拠
点
と

し
た
小
鷹
利
郷
に
は
小
鷹
利
城
跡
及
び
向
小
島
城
跡
が
位
置
す
る
。
こ
の
四
つ
の
山

城
跡
と
古
川
城
跡
を
合
わ
せ
、
姉
小
路
氏
城
館
跡
と
呼
称
し
て
い
る
。 

 

古
川
城
跡
は
、
中
世
に
飛
騨
国
司
に
任
じ
ら
れ
た
姉
小
路
氏
の
一
族
・
古
川
家
の

居
城
と
伝
わ
る
。
古
川
氏
は
、
基
綱
・
済
継
・
済
俊
と
三
代
の
当
主
が
続
い
て
死
去

し
て
勢
力
が
衰
え
て
い
き
、
享
禄
三
～
四
年
（
一
五
三
〇
～
三
一
）
に
か
け
て
南
飛

騨
か
ら
侵
攻
し
て
き
た
三
木
氏
と
争
い
、
勢
力
が
衰
え
た
。 

     

図
一
を
挿
入 

図1　調査位置図
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二 

発
掘
調
査
の
成
果 

 

（
一
）
調
査
の
目
的
と
経
過 

調
査
は
、
地
表
面
観
察
で
は
十
分
に
城
の
構
造
を
認
識
で
き
な
い
も
の
の
、
歴
史

的
価
値
や
変
遷
を
考
え
る
上
で
実
態
を
明
ら
か
に
す
べ
き
地
点
で
実
施
す
る
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
縄
張
り
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
遺
構
配
置
を
も
と
に
、

切
岸
の
石
垣
の
有
無
、
虎
口
周
辺
の
石
垣
構
造
、
主
郭
櫓
台
の
建
物
構
造
の
確
認
を

目
的
に
、
一
～
十
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
（
図
二
）。 

期
間
は
、
平
成
三
十
年
十
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
四
日
ま
で
と
し
、
面
積
は
百
十

七
㎡
で
あ
る
。 

（
二
）
主
郭
櫓
台
に
は
礎
石
建
物
が
存
在 

主
郭
で
は
、
最
高
位
の
平
坦
地
を
櫓
台
と
想
定
し
て
、
そ
の
年
代
観
と
遺
構
の
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。
表
土
を
除
去
後
に
六

十
㎝
大
の
円
礫
が
据
え
ら
れ
た
状
況
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
を
礎
石
建
物
と
想
定
し

て
、
軸
線
を
揃
え
て
調
査
区
を
広
げ
、
八
～
十
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。 

調
査
で
は
、
表
土
直
下
に
礎
石
と
考
え
ら
れ
る
円
礫
が
並
ぶ
状
況
を
確
認
し
た

（
図
三
）。
円
礫
は
半
間
間
隔
と
一
間
間
隔
で
並
ぶ
部
分
が
あ
り
、
特
に
周
囲
と
な

る
北
側
列
と
西
側
列
は
半
間
間
隔
で
あ
っ
た
。
一
間
の
長
さ
は
一
．
八
～
一
．
九
ｍ

と
一
定
で
な
い
。
ま
た
、
表
土
直
下
に
は
調
査
区
南
辺
を
中
心
に
黄
色
粘
質
土
が
広

が
る
範
囲
が
あ
り
、
そ
の
下
層
に
礎
石
が
並
ぶ
部
分
も
あ
っ
た
（
図
四
）。
南
側
の

建
物
端
は
調
査
区
外
と
な
り
、
礎
石
建
物
の
全
景
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
南
端
で
半
間
間
隔
に
並
ぶ
二
石
の
礎
石
を
確
認
し
た
た
め
、
建
物

端
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
は
、
五
間×

三
間
と
は
な
る
も
の
と
想
定

さ
れ
た
。 

ト
レ
ン
チ
の
平
断
面
で
は
、
こ
の
黄
色
粘
質
土
層
に
よ
り
埋
ま
る
礎
石
と
固
定
さ

れ
る
礎
石
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
（
図
五
）。
上
下
二
時
期
の
建
物
が
あ
る
と
想

定
さ
れ
、
上
層
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
も
の
と
想
定
さ
れ
た
。
北
側
切
岸
へ
拡

張
し
た
ト
レ
ン
チ
で
は
、
偏
平
な
円
礫
が
表
土
直
下
の
崩
落
土
に
入
る
状
況
を
確
認

し
た
。
主
郭
周
囲
に
石
垣
等
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
出
土
遺
物
は
、
表
土

直
下
で
近
世
期
の
瀬
戸
美
濃
産
の
天
目
茶
碗
が
出
土
し
、
礎
石
を
埋
め
た
土
層
か
ら

土
師
器
皿
が
出
土
し
た
（
図
六
）。 

以
上
の
よ
り
、
櫓
台
に
は
少
な
く
と
も
五
間×

三
間
の
礎
石
建
物
が
あ
り
周
囲
の

礎
石
は
半
間
間
隔
で
あ
る
こ
と
、
天
目
茶
碗
の
年
代
観
よ
り
近
世
期
の
も
の
で
あ
る

こ
と
、
礎
石
建
物
は
黄
色
粘
質
土
層
と
そ
の
下
層
と
で
二
時
期
あ
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
、
礎
石
建
物
以
前
に
土
師
器
皿
を
使
用
し
た
時
期
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

図 2 挿入 
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し
か
し
な
が
ら
、
礎
石
建
物
の
南
側
は
調
査
区
外
に
及
ぶ
た
め
、
全
景
は
知
り
え
な

い
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
。 

 

図3 主郭櫓台での礎石建物検出状況（南東から） 

図 4 挿入 
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し
か
し
な
が
ら
、
礎
石
建
物
の
南
側
は
調
査
区
外
に
及
ぶ
た
め
、
全
景
は
知
り
え
な

い
と
い
う
課
題
が
残
っ
た
。 

 

図3 主郭櫓台での礎石建物検出状況（南東から） 
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（
三
）
虎
口
は
総
石
垣
造
り 

虎
口
は
調
査
前
に
一
ｍ
近
い
石
材
が
表
土
か
ら
見
え
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
、
虎
口
は
石
垣
造
り
と
想
定
し
て
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。 

 

調
査
で
は
、
表
土
を
除
去
後
に
拳
大
の
小
礫
を
散
乱
し
た
状
況
で
検
出
し
た
（
図

七
）。
ト
レ
ン
チ
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
小
礫
を
含
む
土
層
の

下
層
よ
り
面
を
虎
口
に
向
け
る
一
ｍ
近
い
石
材
を
検
出
し
た
。
地
表
に
見
え
て
い
た

石
の
下
に
積
ま
れ
た
石
材
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
石
材
の
下
層
か
ら
も

拳
大
の
小
礫
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
状
況
か
ら
、
一
ｍ
近
い
石
材
の
上
層
の
小
礫
を

含
む
土
層
は
、
崩
落
し
た
裏
込
め
土
と
考
え
、
石
材
よ
り
下
層
の
小
礫
を
含
む
土
層

を
石
垣
の
裏
込
め
土
と
想
定
し
た
（
図
八
）。
な
お
、
石
材
よ
り
上
方
で
傾
斜
が
緩

く
な
る
の
は
、
崩
落
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
た
。
全
て
の
ト
レ
ン
チ
を
掘
削
後
に
は
、

石
材
が
石
垣
状
に
並
ぶ
状
況
を
確
認
し
た
（
図
九
・
一
〇
）。
虎
口
は
東
側
に
傾
斜

す
る
た
め
か
、
段
差
が
小
さ
い
西
側
で
は
石
材
が
二
段
、
段
差
が
大
き
く
な
る
東
側

で
は
石
材
が
三
段
積
ま
れ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
遺
物
の
出
土
は
な
か
っ
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
虎
口
の
通
路
北
側
と
、
通
路
正
面
に
あ
た
る
通
路
西
側
に
石

垣
が
並
ん
で
い
た
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
石
垣
が
二
～
三
段
以
上

残
存
し
て
い
る
こ
と
、
石
垣
に
は
小
礫
を
伴
う
裏
込
め
が
伴
う
こ
と
を
確
認
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
虎
口
は
総
石
垣
造
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
北
側
石
垣
と

西
側
石
垣
虎
口
の
接
す
る
部
分
で
は
石
垣
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
内
枡
形
虎
口
と

な
る
登
り
口
で
あ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
は
、
登
り

の
施
設
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 （
四
）
虎
口
北
側
の
切
岸
は
石
垣
造
り 

 

調
査
前
の
地
表
面
観
察
に
お
い
て
、
虎
口
北
側
の
切
岸
周
辺
は
人
頭
大
の
石
材
が

散
布
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
石
垣
の
石
材
か
を
確
認
す
る
た
め
、
一.

五

ｍ×

四
ｍ
の
一
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。 

 

調
査
で
は
、
表
土
で
あ
る
腐
葉
土
を
除
去
し
た
段
階
で
石
材
が
散
乱
す
る
状
況
を

確
認
し
た
（
図
十
一
）。
こ
の
た
め
、
表
土
に
入
る
石
材
を
除
去
し
、
下
層
に
石
材

が
据
え
ら
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 
大
き
な
転
石
が
あ
り
、
全
て
を
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
面
を
揃
え

る
石
材
を
確
認
し
た
。
ま
た
ト
レ
ン
チ
上
方
で
は
、
石
材
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

切
岸
に
対
し
、
下
方
に
の
み
石
垣
が
残
存
す
る
状
況
で
あ
る
（
図
十
二
）。 

 

石
垣
の
傾
斜
に
対
し
て
切
岸
上
方
の
傾
斜
は
緩
い
。
こ
の
た
め
、
切
岸
上
方
に
も 

 
図5 黄色粘質土で礎石は埋まる（西から） 

 
図6 礎石より下層で土師器皿が出土（南から） 
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図7 虎口石垣発掘調査の様子（南西から） 

表土直下に小礫群を検出。 

 
図8 石垣の上下層に小礫がある状況（西から） 

 下層は裏込め、上層は崩落してきたもの。 

図 9・10 挿入 
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図7 虎口石垣発掘調査の様子（南西から） 

表土直下に小礫群を検出。 

 
図8 石垣の上下層に小礫がある状況（西から） 

 下層は裏込め、上層は崩落してきたもの。 

図 9・10 挿入 
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石
垣
が
あ
っ
た
の
を
崩
し
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
が
、
元
々
切
岸
下
方
に
の
み
石

垣
を
設
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。 

 

三 

総
括 

  

平
成
三
十
年
度
の
発
掘
調
査
は
、
主
郭
、
虎
口
、
虎
口
北
側
の
切
岸
に
お
い
て
、

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。 

主
郭
で
は
少
な
く
と
も
五
間×

三
間
と
な
る
礎
石
建
物
を
確
認
し
た
。
直
上
よ
り

出
土
し
た
天
目
茶
碗
よ
り
、
近
世
期
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
礎
石

建
物
は
二
時
期
あ
る
と
想
定
さ
れ
た
が
、
上
層
の
も
の
は
残
り
が
悪
く
、
下
層
の
礎

石
建
物
を
検
出
し
て
い
る
状
況
と
考
え
ら
れ
た
。
下
層
の
礎
石
を
埋
め
る
土
層
か
ら

土
師
器
皿
が
出
土
し
て
る
こ
と
よ
り
、
建
物
の
時
期
以
前
よ
り
古
川
城
跡
は
使
用
さ

れ
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
た
。 

虎
口
か
ら
虎
口
北
側
の
切
岸
に
か
け
て
は
、
裏
込
め
を
伴
う
石
垣
を
確
認
し
、
虎

口
は
総
石
垣
造
り
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
虎
口
は
食
い
違
い
虎
口
と
な
る
可
能

性
が
想
定
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
は
な
か
っ
た
。 

 

一
方
で
、
主
郭
礎
石
建
物
の
全
体
像
の
把
握
、
虎
口
石
垣
の
登
り
口
の
遺
構
に
つ

い
て
は
、
い
ま
だ
検
討
の
余
地
は
残
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
調
査
を
継
続
し
た
い
。 

 

お
わ
り
に 

  

今
回
の
調
査
を
受
け
て
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度
に
調
査
を
継
続
す
る
予
定

で
あ
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
成
果
と
積
み
残
し
た
課
題
を
整
理
し
、
調
査
に

の
ぞ
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
当
事
業
は
地
権
者
・
地
元
区
・
姉
小
路
氏
城

館
跡
調
査
指
導
委
員
会
・
飛
騨
市
文
化
財
保
護
審
議
会
な
ど
、
多
く
の
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
、
ご
指
導
で
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。 
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図11 切岸の下方で礫が散乱する状況（東から） 

 
図12 礫の下層に石垣が残存する状況（北から） 


